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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
は
第
６
回
通
常
総
会
を
６
月
13

日
明
治
記
念
館
で
開
催
し
、
平
成
29
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
を
承
認
し
た
。
ま

た
、
平
成
29
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
、
予

算
書
の
報
告
が
あ
っ
た
。

「
税
」に
関
す
る
活
動
に
力
点

公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に
努
め
る

平
成
30
年
度
事
業
計
画
活
動
の
基
本
方
針

総
会
で
報
告
さ
れ
た
平
成
30
年
度
事
業

計
画
に
お
け
る
活
動
の
基
本
方
針
は
次
の

と
お
り
。

●
活
動
の
基
本
方
針

全
法
連
が
制
定
し
た
法
人
会
の
理
念
の

下
、
法
人
会
は
「
法
人
自
治
」
及
び
「
自

己
責
任
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
活
動
の
更

な
る
充
実
に
努
め
る
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
会

の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活
動
に

力
点
を
置
き
な
が
ら
、
行
政
と
連
携
し
た

公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に
努
め
る
と
と

も
に
、
法
人
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、

会
員
増
強
及
び
会
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
も
一
層
力
を
注
ぐ
。

感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
式
を
挙
行

藤
田
東
京
国
税
局
長
ら
来
賓
多
数

総
会
に
続
い
て
３
５
０
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
贈
呈

式
は
、
藤
田
博
一
東
京
国
税
局
長
を
は

じ
め
多
く
の

来
賓
が
出
席

し
、
会
員
増

強
と
研
修
参

加
率
の
向
上

に
成
果
を
挙

げ
た
単
位
会

に
、
小
林
栄

三
会
長
か
ら

感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。

ま
た
、
平

成
29
年
秋
、

30
年
春
の
叙

勲
及
び
平
成

29
年
度
の
各
納
税
表
彰
及
び
税
務
功
労
者

表
彰
受
彰
者
に
対
し
て
、
小
林
会
長
か
ら

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

贈
呈
後
、
小
林
会
長
は
受
彰
者
に
対
し

て
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
続
い
て
、
藤

田
局
長
、
目
黒
克
昭
東
京
都
主
税
局
長
の

来
賓
２
氏
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
あ
と
開
催
さ
れ
た
祝
賀
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知

事
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

平
成
29
年
度
事
業・決
算
報
告
を
承
認

第
６
回
通
常
総
会

平成29年度事業報告等を承認した通常総会

あいさつする
小池百合子都知事

来賓の白井純夫東京国税局課税第二部法人課税課長（右）
相羽さとみ東京都主税局課税部法人課税指導課長（左）
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

法
人
会
発
展
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
、
国
ま
た
は
東

京
都
の
褒
賞
を
お
受

け
に
な
ら
れ
た
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
は
、
全
国
で
約
78
万
社
、
東

京
で
も
約
13
万
社
を
擁
す
る
、
我
が
国

で
も
他
に
例
を
見
な
い
規
模
を
有
す
る

団
体
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。
申
す
ま

で
も
な
く
、
こ
れ
は
決
し
て
一
朝
一
夕

に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
勢
の
先
輩
方
や
役
員
の
方
々
、

会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
法
人
会
の
大
き
な
課

題
の
ひ
と
つ
は
会
員
減
少
問
題
で
あ
り

ま
す
。
東
法
連
で
は
特
別
委
員
会
の
も

と
、
昨
年
「
組
織
拡
大
強
化
に
関
す
る

中
間
提
言
」
を
と
り
ま
と
め
た
ほ
か
、

会
員
加
入
勧
奨
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
各
会

に
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本

年
度
に
お
い
て
は
、
６
月
に
集
中
的
に

「
地
域
を
越
え
た
会
員
紹
介
」
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

会
員
減
少
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
安
定

し
た
組
織
基
盤
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
税
」
を
中
心
と
し
た
活
動
に

よ
り
、
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
活
動
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
本

日
受
彰
さ
れ
た
皆
様

方
に
は
、
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。法

人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
納
税
意
識
の
高
揚
と
税
知

識
の
普
及
啓
蒙
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
税
を
考
え
る
週
間
の
広
報

活
動
や
租
税
教
室
の
開
催
、「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施

と
い
っ
た
租
税
教
育
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
自
主
点

検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
企
業

の
内
部
統
制
面
や
経
理
面
の
質
の
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

社
会
・
経
済
の
発
展
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

来
年
10
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
と

同
時
に
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、

多
数
の
事
業
者
の
方
々
が
商
品
管
理
や

区
分
経
理
等
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会

員
以
外
の
事
業
者
の
皆
様
に
も
開
か
れ

た
説
明
会
の
開
催
を
ご
検
討
い
た
だ
く

な
ど
、
引
き
続
き
同
制
度
の
周
知
・
広

報
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
庁
の
使
命
は
、「
納
税
者
の
自

発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ

円
滑
に
実
現
す
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
法
人
会
の

皆
様
と
の
連
携
・
協
調
を
一
層
深
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各
税

務
署
と
法
人
会
の
皆
様
と
の
間
で
、
活

発
な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
法
人
会

の
活
動
に
有
益
な
情
報
の
提
供
や
、
説

明
会
へ
の
講
師
派
遣
、「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
活
動

の
後
押
し
な
ど
、
で
き
る
限
り
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

安定した組織基盤のもと
これまで以上に社会に貢献したい

小林栄三会長

法人会との連携・協調を
一層深めていくことが不可欠

藤田博一東京国税局長

感謝状および記念品贈呈式

小林栄三会長藤田博一 東京国税局長
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平成２９年度　会員増強表彰

平成２９年度　福利厚生制度推進表彰

平成２９年度　研修参加率向上表彰

（3）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

１. 年間純増数上位10会
杉　　並 24.0社
江戸川南 9.0社

（基準達成は以上２単位会）

2. 年間増加数上位５会
西 新 井 193.0社
江戸川北 185.5社

芝 137.0社
江戸川南 132.0社
武蔵府中 124.5社

3. 年間増加数率上位５会
江戸川南 7.02％
杉　　並 6.46％

芝 4.18％
中　　野 4.15％
本　　郷 3.84％

4. 会員増強月間の純増数上位３会
江戸川南 90.5社
八 王 子 70.0社
武蔵府中 66.0社

5. 会員増強月間の増加率上位３会
江戸川南 4.93％
本　　郷 2.26％
八 王 子 2.17％

6. 会員紹介制度において、紹介実績年間２０社以上の会
該当なし （※上記基準において、正会員以外の個人は 0.5 としてカウント）

１. その年度において顕著な成果をあげた単位会
当該年度の研修参加率が、１６０％以上を達成した場合（上位５単位会）

１. 経営者大型総合保障制度
(a)収入保険料目標達成上位６会

2. 研修参加率の向上を長期間継続している単位会
対前年比増加を３年間継続かつ直近年度の参加率上位１０位以内

（ H27前年度比 H28前年度比 H29前年度比）直近の研修参加率
町 田（ 39.3% 12.5% 7.9% ） 149.2%

研修参加率２００％以上
向　　島 223.7％
八 王 子 217.5％

研修参加率１６０％以上
目　　黒 177.9％
中　　野 174.8％
西 新 井 168.6％

日　　野113.5％
町　　田108.3％

小 石 川111.4％
荻　　窪108.0％

京　　橋109.8％
上　　野107.9％

2．ビジネスガード
(a)年間保険料目標達成上位３会

向　　島108.3％ 雪　　谷107.2％ 青　　梅101.2％

町　　田116.2％
東 村 山101.0％

大　　森114.5％
小 石 川100.0％

杉　　並104.0％
青　　梅100.0％

(b)取扱企業数目標達成上位６会

町　　田166.7％
武蔵府中122.7％

大　　森135.7％
世 田 谷115.4％

杉　　並133.3％
江戸川北111.1％

(c)新規企業数目標達成上位６会

(b)新規加入法人数達成上位３会
雪　　谷143.8％ 江 東 東133.3％ 青　　梅121.6％

３．がん・医療保険・WAYS等
新契約年換算保険料目標達成上位３会

日 本 橋 1,034.9％ 玉　　川213.8％ 京　　橋183.8％

芝
法
人
会
で
は
、「
平
成
30
年
度 
ス

ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
女

優
の
佐
藤
奈
織
美
さ
ん
を
起
用
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

主
な
活
動
と
し
て
、
平
成
30
年
度
税

制
改
正
に
よ
り
上
場
・
大
手
企
業
に
向

け
て
施
行
さ
れ
る
「
大
法
人
の
電
子
申

告
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
の
義
務
化
」
の

周
知
を
行
う
。
ま
た
、
未
加
入
の
大
手

企
業
に
は
、
事
務
局
職
員
が
同
行
し
、

法
人
会
活
動
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に

加
入
勧
奨
に
努
め
る
。

そ
の
他
、
以
下
の
よ
う
な
地
域
に
密

着
し
た
税
務
行
政
支
援
・
地
域
社
会
貢

献
活
動
を
行
う
。

①
新
橋
・
田
町
駅
周
辺
に
て
、
定
期
的

な
税
務
広
報
活
動
（
毎
月
２
回
実
施
）
②

地
域
イ
ベ
ン
ト
（
祭
り
等
）
に
お
け
る
税

務
広
報
活
動
及
び
法
人
会
Ｐ
Ｒ
活
動
③

中
学
生
向
け
租
税
教
室
の
講
師
と
し
て

の
租
税
教
育
活
動
④
「
地
球
温
暖
化
対
策

報
告
書
提
出
」
の
普
及
促
進
活
動

佐
藤
さ
ん
は
、現
在
、「
税
」
と
「
法

人
会
」
を
学
び
理
解
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
活
動
は
法
人
会
の
ポ
ス
タ
ー
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
佐
藤
さ

ん
の
人
脈
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
も
発
信

さ
れ
、
普
段
、

法
人
会
に
関

わ
り
の
な
い

人
達
に
も

「
法
人
会
」

を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
に

繋
が
る
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に

女
優
の
佐
藤
奈
織
美
さ
ん

芝
法
人
会

単

情

位

報

会

会員増強表彰（単位会）
杉並法人会・渡邊安雄会長（左）

研修参加率向上表彰
向島法人会・山浦真一会長（左）

スペシャルサポーター・佐藤奈織美さん
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東法連特定退職金共済会 役員および評議員

＜役　員＞
役職および氏名 備　　考

理事長（代表理事）
小林　栄三 全法連会長、東法連会長

副理事長（代表理事）
柳田　道康 東法連副会長、渋谷会長

理　事
安藤　謙治 元東法連理事・元八王子会長

理　事
黒田　宣夫 千葉経済大学 特任教授　

理　事
戸門　循子 元東法連監事・元税制税務委員、杉並副会長

理　事
林　　幹厚 東法連公益事業副委員長、麹町副会長

理　事
広瀬　　淡 東法連厚生共益事業副委員長、北沢副会長

理　事
古澤　　孝 東法連広報副委員長、新宿副会長

理　事
森重 ひろみ 元東法連厚生共益事業副委員長、元上野副会長

理　事
渡邊 喜一郎 東法連顧問・元副会長、元足立会長

専務理事（業務執行理事）
田中　光史 東法連 専務理事

監　事
秋山　　勉 東法連理事、練馬東会長

監　事
松本　正三 松本正三税理士事務所 税理士

＜評議員＞ 
氏　　名 備　　考

青木　義昇 元東法連税制税務副委員長、元浅草副会長

阿部　財智 元東法連理事、元練馬西会長

川口　義彦 中小企業福祉事業団 理事長

小宮山 宜克 東法連広報副委員長、大森副会長

沼田　博幸 明治大学専門職大学院 教授

羽野島 裕二 羽野島法律事務所 所長

福山　眞吾 東法連公益事業委員、八王子副会長

松本　光史 東法連副会長 ･ 厚生共益事業委員長、江東東会長

宮島　茂明 東法連理事、中野会長

※評議員：	羽野島裕二氏以外の方は、平成２８年度就任につき今回非改選
	 （評議員の任期は４年間）。

（4）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

公
益
財
団
法
人
東
法
連
特
定
退
職
金

共
済
会
（
小
林
栄
三
理
事
長
）
で
は
６

月
20
日
、
第
14
回
定
時
評
議
員
会
を
開

催
し
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
お
よ
び

一
部
評
議
員
の
選

任
が
行
わ
れ
、
理

事
候
補
者
11
名
、

監
事
候
補
者
２
名

の
役
員
就
任
と
、

評
議
員
候
補
者
１
名
の
評
議
員
就
任
が

承
認
さ
れ
た
。
当
日
は
、
松
本
光
史
評

議
員
が
議
長
を
務
め
、
後
日
、
理
事
11

名
に
よ
る
理
事
長
、
副
理
事
長
、
専
務

理
事
の
互
選
が
行
わ
れ
、
小
林
栄
三
理

事
長
、
柳
田
道
康
副
理
事
長
、
田
中
光

史
専
務
理
事
が
再
任
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

で
は
、
前
年
度
同
様
、
都
内
未
加
入
事

業
所
あ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送

付
、
各
法
人
会
広
報
誌
へ
の
広
告
掲

載
・
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
を
実
施
し
た

ほ
か
、
チ
ラ
シ・広
報
誌
用
広
告
原
稿・

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
の
改
訂
を
行
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
掛
金
収
益
は
38
億
２
千
４

０
０
万
円
、
給
付
金
支
払
額
は
37
億
２

千
１
０
０
万
円
、
年
度
末
に
お
け
る
加

入
事
業
所
数
は
５
千
94
社
、
人
数
３
万

４
千
９
５
３
人
、
積
立
金
は
４
３
３
億

２
千
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
た
。
役
員
お
よ
び
評
議

員
は
別
掲
の
と
お
り
。

な
お
、
同
共
済
会
で
は
、
平
成
30
年

度
に
お
け
る
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
、
各
法
人
会
の
各
種
会
合
等
で
視
聴

い
た
だ
い
て
い
る
「
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

を
、
９
月
末
を
目
途
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
う
え
配
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
を
承
認

役
員
・
一
部
評
議
員
の
改
選
行
わ
れ
る

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会

（敬称略・五十音順） 


